
No. 事業名 区 団体種別 事業概要

1 地域支え合い活動拠点の整備 中央 自治会
グランドゴルフ等多目的に空地を整備し、高齢者・障害者等地域
住民が交流できる場を新設する。

2 救急医療情報キットの整備と活用 中央 自治会
高齢者世帯を中心に、街全体に救急医療情報キットを配布・整
備し、その使い方を周知徹底するとともに、最新情報の更新、継
続的な啓蒙活動を実施する。

3 ふれあいサロン設置事業 中央 自治会
町内会館を利用し、高齢者、地域住民、異世代が交流できる場
を設置し、備品購入等によりその環境を整備する。

4 ふれあいサロン設置事業 中央 自治会
７０歳以上の高齢者を中心として、自治会館でカラオケを主体に
したふれあいサロンを開催する。

5 新規サークルの開設と周辺整備 花見川 自治会
自治会館をバリアフリー化、備品等を整備し、高齢者を対象とし
たパソコン教室、講習会、研修会等を開催する。

6 団地における支え合い体制の整備 花見川 自治会

緊急災害時における高齢者、障害者等の要援護者についての
連絡台帳・システムを整備し、その管理と活用方法について周知
する。また、現在活動しているふれあいサロンを活発化させるた
め、人材育成の取り組みとして研修等を実施する。

7
ふれあい見守りネットワーク（事務
所も）設置事業

花見川 自治会
空き店舗を利用し、高齢者等が集えるふれあいサロンを設置す
るとともに、そこを拠点として、認知症高齢者の徘徊に対応した
見守りのネットワークを構築する。

8 ふれあいサロンの設置 花見川 自治会
自治会館に空調設備や本棚を設置し、地域の高齢者等が触れ
合いの場として利用する「ふれあいサロン」を開設する。

9
稲毛東６丁目自治会員支援プロ
ジェクト

稲毛 自治会
災害時における対策本部機能及び避難所機能を整備する。ま
た、乳幼児、児童高齢者等の要援護者を保護する体制を整備す
る。

10 長沼原台ひまわり会設置事業 稲毛 自治会
ひまわり広場（空地）を活用して、高齢者、障害者、児童、地域住
民等が交流する場を設置するとともに、運営のための組織を立
ち上げる。

11
災害時、緊急時の効率的な救援活
動を支援する防災ネットワークの構
築と環境整備

稲毛 自治会

地域の高齢者、障害者等要援護者の所在が分かるようにマップ
を作成するとともに、緊急連絡先等が把握できる専用表示カード
を作成し配布する。また、地域にAEDを配置し、操作に係る講習
を実施する。

12
ふれあいサロン「Town Squaer」設
置及び支え合い人材育成事業

稲毛 自治会

集会所及び前庭等を活用して、茶話、読み聞かせ、映画上映、
朝市等を開催し、高齢者、障害者、児童生徒、地域住民が交流
できる場を設置するとともに、継続的な運営のための人材育成を
含めた組織を立ち上げる。

13 ふれあいサロン（仮称） 若葉 自治会
北大宮台自治会館を活用し、地域の高齢者、障害者、住民等が
親睦と交流を深める場として環境を整備する。

14 要援護者台帳（マップ）の整備 若葉 自治会
災害時要援護者の把握のため、台帳（マップ）を作成するととも
に、災害時及び定期的に巡視を行う。また安心カードを作成し、
要援護者に配付する。

15 「安心ネット」支援事業 若葉 自治会
高齢者に対し、安否確認のほか、買い物、庭木手入れ、電気器
具交換、大工仕事、ごみ出し等の生活支援サービスを提供す
る。

16 ふれあいサロン設置事業 若葉 自治会
自治会館を改修して、高齢者及び自治会員が交流できる場を設
置するとともに、運営のための組織を立ち上げる。

17 ふれあいサロン設置事業 若葉 自治会
自治会館をバリアフリー化し、備品等をそろえることにより、高齢
者、障害者、地域住民の交流の場として活用する。

地域支え合い体制づくり事業一覧
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18
高齢者見守り体制、徘徊高齢者捜
索体制

若葉 自治会
　高齢者を訪問、電話等により定期的に見守るとともに、徘徊高
齢者が発生した場合は捜索隊の出動により早期発見を図る。

19
高齢者安否確認事業と災害発生
時高齢者避難補助事業

若葉 自治会
定期的に高齢者宅に電話して安否を確認するとともに、災害発
生時は安全に避難誘導する。

20 生活支援を行う連携体制の構築 若葉 自治会
高齢者を対象とした生活支援サービス提供（買い物、ごみ出し、
食事、掃除、洗濯等）のため、組織を作るとともに拠点を整備す
る。

21 ふれあいサロン開設 若葉 自治会
自治会館のバリアフリー化工事や備品購入などにより、地域の
高齢者が集うふれあいサロンを開設する。

22
多世代交流を生み出す「ふれあい
茶屋」の開設事業

美浜 自治会
空き店舗を活動の拠点とし、カルチャースクール・ワークショップ
の開設やインターネットの活用等ができる「ふれあい茶屋」を設
置する。

23 ふれあいサロン設置事業 美浜 自治会
自治会館をバリアフリー化し、備品等を調達することにより、高齢
者、子ども等が交流できる場として環境を整備するとともに、運
営のための組織を立ち上げる。

24
生活支援を行う各種団体の連携体
制及び支え合いネットワークの構
築

中央 地区部会

地域における各種団体や他職種の連携体制を構築し、対象者
に対する見守り等の為の事業やサービスを行う。
１　諸団体との話し合い会議を設ける。
２　人材を育成する為の研修会・講演会等を開催する。
３　生活支援を必要とする事業を構築。

25
見守りネットワーク体制の構築と人
材の育成

中央 地区部会
・高齢者ニーズ調査
・支え合い活動を担う人材の発掘及び育成
・支え合い体制全体に係る研修会等の実施

26

要援護者台帳の整備とネットワー
クづくり・要援護高齢者、障害者に
対し「救急医療情報キット」「安心
カードの配布」・談話室設置

花見川 地区部会

要援護者台帳の整備。
　（防災マップ・救急医療情報キットの配布）
談話室設置により地域住民の交流を図る。
地域支え合い体制の構築のための人材育成。

27 地域福祉交流事業 花見川 地区部会
旧犢橋保健センター施設の２階を活用し、高齢者や子ども、子育
て中の母親等が交流できる場を設置するとともに、運営のため
の組織を立ち上げる。

28
独居高齢者、障害者の見守り、安
否確認事業

花見川 地区部会

単位町内自治会別に民生委員・児童委員、社協福祉活動推進
員、町内自治会役員、自主防災会役員、対象者の隣近所及び
関係行政機関等がネットワークを組むための組織を立ち上げ
る。

29 「ふれあい農園」拠点整備事業 花見川 地区部会

　無償で提供された農地を野菜作りだけでなく、小魚や昆虫の住
める様な池を作り、地域の高齢者・障がい車などが自然に親し
み、ふれあえる憩いの場にする。
　大地に親しむことで、健康づくり、孤立化防止にもつながる。

30 高齢者見守り事業 稲毛 地区部会
地域全体で普段からの見守り体制を作る。
「安心情報キット」をつくり、冷蔵庫に保管する。
緊急時に備え、講習会を開催する。

31 ささえ合い人材ほり起こし事業 稲毛 地区部会

地域活動が活発になる一方、限られた人々の負担が増えてい
る。
研修会を開催し、支え合いの担い手を育成する。
他の活動にも参加することで、ネットワークの拡充につながる。

32 高齢者見守り事業 稲毛 地区部会
緊急時に必要な情報を記入したカードを冷蔵庫に保管する。
緊急時の対応について、講習会を開催する。
食事会を開催する。
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33
高齢者の見守りネットワークづくり
と地域支えあい事業

若葉 地区部会

　当地区部会並びに障害福祉サービス事業所桜が丘晴山苑が
中心となり、他の協力団体とも連携し、高齢者の見守り・支え合
い体制を構築する。
　見守りネットワークについては、希望者を登録し、定期的なパト
ロールを実施するほか、協力事業体から不審者情報等を入手す
る。
　支えあい組織については、自治会よりも広域的に実施するべき
生活支援を行う。

34 高齢者等見守り支援事業人材育成 美浜 地区部会
　人材育成のため、セミナー・生活介護支援者研修・地域リー
ダー研修等を開催する。
　人材育成により、支援される方も安心して任せられる。

35
真砂地域地域支え合い活動の立ち
上げ

美浜 地区部会

　見守りを必要とする高齢者・障害者への支援体制を立ち上げ
る。
　要援護者及びその家族に対する基礎的事項、課題等を調査・
研究する。
　多くの地域住民の参画を得ることで、要援護者の孤立を防ぐと
ともに、住民相互の関係が深まり、住民同士が支え合う地域づく
りの推進につながる。

36
地域の支え合いネットワーク構築
事業

中央 ＮＰＯ
医療、介護、住民組織、民間企業等他職種の連携体制を構築す
るほか、高齢者の見守りや介護予防の健康増進活動を実施す
るNPO法人の活動準備体制を整備する。

37 歌の力劇場開設事業 中央 ＮＰＯ
高齢者歌謡団を結成して慰問公演等を展開する。また、福祉施
設を音楽ホールに改修して「歌の力劇場」を開設する。さらに、歌
声福祉士を養成し、「歌の力劇場」の指導陣を編成する。

38
訪問美容における新たなスキーム
づくり事業

中央 ＮＰＯ
美容師に介護に関する研修・講習（ホームヘルパー資格）を受け
させることにより、訪問美容に係るマルチ美容師を育成する。

39
地元商店街・大学生・精神障害者
とのふれあいサロン

中央 ＮＰＯ
精神障害者の社会参加を地元商店街と千葉大生が支えていくた
め、情報交換や話し合いの場を提供するとともに、傘のリサイク
ル品などの販売を行い、運営費も捻出する。

40
千葉市内及び周辺地域の障害者
福祉施設の情報を網羅したホーム
ページ制作

中央 ＮＰＯ
障害者福祉施設を探している障害児者及び保護者の道しるべと
しての情報のほか、授産商品や各施設の行うバザー等のイベン
ト情報を掲載する。

41
障害者授産事業による買い物代行
サービス

中央 ＮＰＯ

独居老人宅や買い物難民地区を調査して、障害者福祉施設で
の授産事業として買い物代行サービスを提供する。
※　独立行政法人福祉医療機構の平成23年度社会福祉振興助
成事業にも応募しており、機構の助成金を受けられる場合は地
域支え合い体制づくり事業補助金申請は取り下げる。

42 シニアライフトータルサポート事業 花見川 ＮＰＯ
シニアに重点を当てた健康・医療・福祉・財産管理・社会保障・相
続などにつき学習するセミナーの開催と、これらの問題について
会員制のサポート体制を構築し、研修会・個別相談を実施する。

43
医療・介護における他職種連携の
体制づくり

緑 ＮＰＯ
医師、ケアマネージャー、ヘルパー、訪問看護師等、地域の関係
職種の交流及びネットワークを構築する。

44
障害者の活動及びふれあいサロン
設置事業

緑 ＮＰＯ
障害者等の学習の場と、地域の人と交流できるふれあいサロン
を設置し、相互に理解、信頼関係の持てる地域づくりの推進を図
る。

45
地域居住者自身による高齢者等生
活支援ワンストップ・サービスの構
築

美浜 ＮＰＯ
地域の高齢者に対する生活支援のワンストップサービス体制を
構築するとともに、サービスを提供するサポーターを育成するた
めのプログラムを実施する。

46
「たんぽぽ・あそびのいえ」サロン
活動の取り組み整備及び研修事業

美浜 ＮＰＯ
民家の一階を借りて、地域の高齢者、障害者、子ども等が交流
できる場を設置するとともに、そこを会場に、介護に関する有資
格者で一定期間離職している者に対して、再研修を実施する。

47 高齢者助け合いネットワーク事業 中央 その他
在宅支援診療所や訪問介護・看護事業所等の関係機関が連携
して、高齢者等への円滑な支援が可能となるネットワークを構築
するとともに、その活動組織を立ち上げる。
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48 地域見守りシンポジウム開催事業 中央 その他
見守り活動に関する基調講演、実践報告、意見交換、討議等を
行うシンポジウムの開催。

49 自閉症サポータープロジェクト 中央 その他

研修会やシンポジウム等を開催を開催し、また冊子やリーフレッ
トを作成し配布することにより専門家だけではなく、地域の人々
にも自閉症を理解してもらい、身近な理解者・応援者となってもら
うことで、自閉症児者の地域生活を促進させる。

50
高齢者・障害者宅「ごようきき」サー
ビス設置事業

花見川 その他
法人職員と施設利用の障害者が、地域の高齢者、障害者等を
訪問し、買い物、掃除、ごみ出し等の生活支援サービスを提供す
る。

51
検見川パークハウスふれあいサロ
ン設置事業

花見川 その他
検見川パークハウス管理組合の倉庫などを改修し、高齢者、障
害者、地域住民等が交流できる場を設置するとともに、運営のた
めの組織を立ち上げる。

52 ほっと花園 花見川 その他
地域に複数の生活情報室を設置し、人材探しや生活情報を収
集・編集・発信するとともに、学習会、交流会、音楽会などを開催
する。

53
下長食文化と民芸下長ばやしの伝
承を通じ、高齢者・障害者・子供達
を元気にする事業

若葉 その他
高齢者、障害者、子供を対象に、共同農作業の場を提供すると
ともに、民芸「下長ばやし」などを行うお楽しみ会を開催する。

54
桜木公民館ふれあい広場の仕組
みづくり

若葉 その他
桜木公民館で活動している人たちの優れた演芸や作品を楽しん
でもらうとともに、地域住民がふれあいを深める場としての仕組
みを作る。

55 ふれあい福祉サービス 緑 その他
高齢者、障害者等が地域で交流できる場を作るとともに、配食や
買い物支援等の生活支援サービスを提供するNPO法人を設立
する。

56
視覚障害者へのデジタル音声情報
の拡大

美浜 その他
　デジタル録音図書・生活情報など、より一層充実した情報を提
供する。
　デジタル化により、様々な要望に応えることができる。

57
地域支え合い体制づくりに対する
意識向上事業（若葉区高齢化対策
地域予測システム運用事業）

- 市

高齢化などの進展により、１０年後、２０年後に自分達の暮らす
地域の環境が、どのように変遷するかを実感してもらうため、地
域社会（人口・要介護者数等）の変化を推計する地域予測システ
ムを構築し、地域予測システムのＷｅｂ上での運用を基本とした
操作性・ビジュアル性の充実を図り、その情報に基づき、現状と
将来像を認識してもらうことで、高齢者などの社会的弱者に対す
る日常的な支え合い活動の体制づくりを支援していく。

58
地域支え合い体制づくりシンポジウ
ム

- 市

①地域支え合い体制づくり基調講演
②地域見守り活動を専門としている大学教授やNPO法人、地域
で実践している町内自治会などによる講演とパネルディスカッ
ションの開催。

59
傾聴ボランティア
養成事業

- 市
独居老人等の話し相手となるボランティア人材を育成するため、
傾聴ボランティア育成講座を実施する。


